
中学３年生 受験に向けた対応（新聞からの引用）

１ 長期的な流れ

（１）１学期ー基礎力養成

夏休みまでの約４か月間は、中１・２の復習を一通り終了させ、基礎固めをすることに力を入れまし

ょう。入試問題の約７割を中１・２の内容が締めているので、これはとても重要です。

（２）夏休みー不得意分野の克服

夏休みの最大の課題は、中３の１学期までの内容を総復習することと、不得意分野の克服です。

（３）２学期ー実践力養成

夏休みが終わったら、入試の過去問（過去に実際に出題された問題）を解き始めます。まず、５年分

の過去問を解いてみて、できなかった問題とその解き方を、科目別の間違いノートに書き写します（た

だし、中３の未習分野は除きます）。間違いの原因を探り、解説できちんと理解できたら、解けるよう

になるまで繰り返し練習しましょう。

（４）冬休みー中１から中３の総復習

２学期中に、中３の学習内容もほぼ終了します。そこで冬休みは、３年間の総復習と、過去問で保留

していた未習分野の問題を中心に進めましょう。

（５）３学期ー過去問の反復

冬休みが終わったら、入試直前の総仕上げに取りかかります .過去問をひたすら繰り返し、学んだすべ
ての内容を完璧にできるようにしましょう。入試直前まで少なくとも３回繰り返せば、得点力がアップ

します。 「中２までの復習も同時に」開倫塾講師 安藤明良『読売新聞』２０１４年（平成２６年）

３月２８日（金）より

２ 夏休み中のポイント

夏休みに取り組むのは、３年１学期までの各科目の総復習、不得意分野、学校の課題です。それぞれ

にかける時間の割合は、２対２対１が適しています。 「中３生学習計画の点検を」開倫塾講師 安藤

明良『読売新聞』２０１４年（平成２６年）８月１日（金）より

３ 入試１ヵ月前

県立高校入試に出題される問題は、各教科とも教科書レベルを逸脱したものはありません。これは、

教科書の全内容が身に付いていれば、合格に手が届くと言うことです。ですから、過去問を解いたあと

は必ず教科書を読んでください。例えば、理科で間違えた問題があったときは、それに関連する単元を

すみからすみまで丁寧に音読しましょう。すると、解法のヒントが見つかったり、理解が不十分だった

ところが「そうだったのか」と納得できたりします。 「過去問と教科書で総仕上げ」開倫塾講師 渡

辺博『読売新聞』２０１７年（平成２９年）２月１９日（日）より

この時期は新しい問題集に手を出さず、今までやってきたものを繰り返して、得点力を高めていきま

しょう。 「問題集繰り返して得点に」開倫塾教務本部長 渡辺博『読売新聞』２０１６年（平成２８

年）２月５日（金）より

４ 入試１週間前

入試までの１週間は、教科書や今まで取り組んできた問題集を中心に、基本知識と解き直しに力を入

れてください。特に、模試で間違えた問題などを重点的に解き直すとよいでしょう。ただし、難問への

チャレンジは緊張や不安をかえって高めがちですから避けましょう。

入試前日は、５教科をまんべんなく見直す程度にとどめましょう。一度覚えた内容は、軽く見直すだ

けでも頭に入ってきます。「自分はこれだけ頑張ってきたのだから大丈夫」と自信を持ってください。（中

略）試験時間に合わせて、朝型の生活リズムに慣れておきましょう。 「生活リズムを朝型に」開倫塾

講師 徳田進『読売新聞』２０１５年（平成２７年）２月２７日（金）より


